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顔第385号数

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

涼しい学習室で

夏休みの宿題もバッ　テリク
．1

子どもたちにとって楽しい夏休みももう半ば、そろそろ休み中の宿題が矧こなりだすこ

ろ－。

児童・生徒が快適な環境で勉強ができるようにと、今年も古賀区の学習等供用施設を開

放しています。施設は、古賀区第三保育園の2階にあり、全館冷房で、また、学習に必要

な図転も数多く用意しています。

連日大入りの「涼しい学習室」をあなたもご利用ください。

休
　
の
た
め
、
役
場
は
業
務
を
休

盆
　
み
ま
す
。

み

8
月
1
4
・
1
5
日
は
盆
休
み
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交
通
災
害
共
済
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
制

度
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
か
た
の

急
場
の
生
活
の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
相
互
扶
助
を
基
本
に

し
た
共
済
制
度
で
す
。
つ
ま
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

自
由
意
志
に
も
と
づ
い
て
、
百
円
の
出
資
金
で
組
合

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
一
年
間
三
百
六
十
円
の
掛

金
を
出
し
合
い
、
加
入
者
が
交
通
事
故
に
よ
る
災
害

に
あ
わ
れ
た
場
合
、
最
高
六
十
万
円
ま
で
の
共
済
見

舞
金
が
速
や
か
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

な
お
、
現
在
加
入
し
て
い
る
か
た
の
期
限
は
九
月
三

十
日
で
す
。
役
場
で
継
続
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
窓
口
は
住
民
相
談
室
で
し
た
が

八
月
一
日
の
機
構
改
革
で
住
民
課
住
民
係
で
取
り
扱

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
で
き
る
か
た

出
　
　
資
　
　
金

冊冊冊

水
巻
町
、
北
九
州
市
、
遠
賀
郡
、
中

間
市
、
行
橋
市
、
京
都
郡
に
住
ん
で
い

る
か
た
（
修
学
の
た
め
、
こ
の
市
・
町

外
に
居
住
し
て
い
る
か
た
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
住
所
が
こ
の
市
・
町
外
で
も

町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
れ
ば
、
本
人
に

限
り
加
入
で
き
ま
す
。

組
合
加
入
の
出
資
金
と
し
て
一
世
帯

百
円
で
す
。
（
二
年
目
よ
り
不
要
）

共
　
済
　
掛
　
金

一
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。

、
中
途
加
入
の
と
き
は
最
初
に
到
来
す

る
九
月
三
十
日
ま
で
の
月
数
に
三
十
円

Ｆ

を
掛
け
た
金
額
で
す
。

共
　
済
　
期
　
間

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三

十
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。
中
途
加
入

の
と
き
は
、
加
入
申
込
日
の
翌
日
か
ら

初
め
て
到
来
す
る
九
月
三
十
日
ま
で
で

す
。

．
、

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
印
鑑
を
持
っ

て
役
場
住
民
係
に
来
て
く
だ
さ
い
。

①
警
察
署
の
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明

書
　
㊥
医
師
の
診
断
書
　
㊥
加
入
者
証

ま
た
、
自
転
車
の
転
倒
に
よ
る
事
故

な
ど
で
、
交
通
事
故
証
明
書
が
と
れ
な

い
場
合
は
、
か
わ
り
に
、
目
撃
者
二
名

が
必
要
で
す
。
事
故
証
明
書
の
か
わ
り

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
故

共
済
契
約
期
間
中
に
日
本
国
内
に
お

い
て
次
の
交
通
乗
用
具
に
よ
り
通
常
運

行
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
お
い
て
発
生
し

た
交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
死
亡
ま
た
は

傷
害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
共
済
見
舞

金
を
支
払
い
ま
す
。

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
汽
車
・
電

車
・
機
動
革
・
自
転
車
・
耕
転
機
・
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
北
九
州
市
営
渡
船

見
舞
金
を

支
払
わ
な
い
場
合

見
舞
金
の
請
求

次
の
場
合
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は

共
済
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

川
契
約
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
事
故

は
無
免
許
運
転
（
承
知
の
同
乗
者
を
含

む
）
に
よ
る
事
故

㈹
飲
酒
運
転
（
承
知
の
同
乗
者
を
含
む

）
　
に
よ
る
事
故

同
地
震
そ
の
他
異
常
の
天
災
に
よ
る
事

故

⑤
自
動
車
教
習
所
や
工
場
内
な
ど
一
般

の
交
通
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い

場
所
で
の
事
故

6
5
歳
以
上
は
無
料

加
入
す
る
に
は
申
請
を

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
町
が
掛

金
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
無
料
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を

持
参
し
、
役
場
住
民
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。交

通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
け

は
、
役
場
住
民
係
で
扱
っ
て
い
る

他
、
各
地
区
の
婦
人
会
で
も
取
扱

っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
い
こ
と
は
役
場
住
民
係
（
骨
6

0

1

・

4

3

2

1

）

に

お

た

ず

ね

く
だ
さ
い
。

‾′（単位千円）

等 級 災　 害　 の　 程 度 入　 院　 期　 間 見 舞 金 頬

1 死　　　　　　 亡 6 0 0

2 不　 具　 廃　 疾 3 0 0

．
3

ｌ

1 8 0 日 以 上 の

3 0 0 日　　 以　 上 1 2 0

2 4 0 日 へ一2 9 9 日 1 0 0

1 8 0 日 ～ 2 3 9 日 8 0

1 5 0 日 ～ 1 7 9 日 7 ＿0

医　 師　 の　 治　 療 1 2 0 日 ～ ・1 4 9 日 6 0

を 要 し た 傷 害 9 0 Ｅ1 － 1 1 9 日 5 0

6 0 日 －　 8 9 日 4 0

3 0 日 ～　 5 9 日 3 0

3 0 日　　 未　 満 2 5

4

Ｉｌ－ 1 5 0 日 ～ 1 7 9 日 6 0

9 0　 日　 以　 上 1 2 0 日 ～ 1 4 9 日 4 5

1 8 －0　日 未 満 の 9 0 日 ～ 1 1 9 日 3 5

医　 師　 の　 治　 療 6 0 日 ～　 8 9 日 3 0

を 要 し た 傷 害 3 0 日 ～　 5 9 日 2 5

3 0 ［】　 未　 満 2 0

5

3 0　 日　 以　 上

9 0　 日 未 満 の

医　 師　 の　 治 療

を 要 し た 傷 害

6 0 日 ～　 8 9 日 2 5

． 3 0 日 ～　 5 9 日 2 0

3 0 日　　 未　 満 1 5

6

7 日 以 上 3 0 日未 満 ．

の 医 師 の 治 療

を 要 し た 傷 害

2 0 日 ～　 2 9 日 1 5

2 0 日　　 未　 満 1 0

※入院をしな隼、場合は各等級の最低額です。

※1等級・2等級（労災2軌こ相当）は365日以内の死与
又は不具廃疾の場合です。
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貌
㊤
密
覿

靡
腑
歌
詞
を
募
集

新
し
い
町
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
1

三
十
七
年
前
の
昭
和
十
五
年
に
町
制

施
行
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
水
巻
音

頭
（
作
詞
、
小
役
丸
久
男
・
作
曲
、
山

本
和
友
）
も
現
在
で
は
一
部
で
盆
肺
り

に
使
わ
れ
て
い
る
程
度
。
詞
の
内
容
も

炭
礪
全
盛
の
こ
ろ
の
も
、
の
で
、
現
在
の

町
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
変
し
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
こ
の
水
巻
音
頭
を
従
来
の

曲
に
あ
わ
せ
た
新
し
い
町
づ
く
り
に
そ

う
「
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
」
（
曲
は
従

来
ど
お
り
〕

◇
目
的
　
山
灰
碩
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
く

し
、
新
し
い
町
づ
く
り
と
し
て
水
巻

町
の
イ
メ
つ
ジ
チ
ェ
ジ
を
は
か
り
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
募

集
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
募
集
期
間
　
7
月
1
口
～
8
月
3
1
口

◇
捏
出
場
所
　
祈
教
育
委
員
会
（
魯
6

9
1
・
0
4
0
3
）

◇
募
集
歌
詞

特
選
作
一
第
（
採
用
さ
れ
る
詞
）

入
選
作
　
二
篇

◇
選
考
　
町
で
選
考
委
員
会
を
設
け
、

選
考
し
ま
す
。

◇
発
表
　
広
報
　
1
1
月
1
0
日
号
で
掲
載

し
、
発
表
し
ま
す
。

◇
表
彰
　
文
化
の
日
に
賞
金
を
そ
え
て

表
彰
し
ま
す
。
（
特
選
、
入
選
作
に

そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
出
ま
す
が
額
は
未

定
で
す
）

◇
応
募
上
の
注
意

①
応
募
作
品
に
は
任
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
職
業
（
児
童
、
生
徒
の

場
合
は
所
属
学
校
名
、
学
年
）
を
明

記
す
る
こ
と
。

㊥
応
募
点
数
及
び
資
格
に
つ
い
て
は

制
限
し
な
い
。

③
応
募
用
紙
の
様
式
に
つ
い
て
は
Ｂ

4
の
西
洋
紙
を
使
用
の
こ
と
。

④
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し

な
い
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員

会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

水　巻　音　頭

（書かれている歌詞は、昭和15年に作られたときのものです。）

はりだす－どん　と　は　り　だす－く　ろ　オ　ダ　イ　ー　　ヤ

三
、

五
、

水
　
巻
　
音
　
頭

作
　
詞
　
小
役
九
　
久
　
男

作
　
曲
　
山
　
本
　
和
　
友

㌍
翳
鼻
皆
緒
に

ド
ン
と
堀
り
出
す
　
′
′
＼

黒
ダ
イ
ヤ二

、
遠
賀
川
風
南
の
風
に

便
り
釆
た
か
　
恥
か
し
嬉
し

一
可
愛
い
乙
女
の
　
〈

袖
に
吹
く

松
の
線
よ
　
水
巻
町
は

日
毎
栄
え
る
景
気
は
の
び
る

ア
レ
サ
高
松
　
／
＼

煙
の
空
よ四

、
着
は
菜
の
花
　
ひ
ば
り
は
唄
う

秋
は
豊
年
　
稲
穂
に
踊
る

ま
つ
り
嬉
し
や
　
〈
一
、

夜
が
更
け
る

人
が
云
い
ま
す
　
自
慢
が
で
き
る

遠
賀
水
巻
住
み
よ
い
所

ホ
ン
二
水
巻
　
〈

良
い
所

不
起
訴
処
分
に
不
服
の
か
た

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

検
察
審
査
会
へ

皆
さ
ん
の
中
に
、
詐
欺
、
お
ど
し
、

交
通
事
故
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

た
か
た
や
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

か
た
で
、
検
事
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
不
起
訴

処
分
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
．
ト
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
か

た
は
、
検
察
審
査
会
に
不
服
申
し
立
て

が
で
き
ま
す
。
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し

た
か
た
や
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け

た
か
た
は
、
泣
き
寝
入
り
を
し
な
い
で

不
服
申
立
て
を
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
か
た
で
も
検
事
の
不
起
訴

処
分
に
納
得
で
き
な
い
し
き
は
気
軽
に

検
察
審
査
会
事
務
局
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
相
談
や
申
立
て
費
用
は
無
料
で

秘
密
は
か
た
く
ま
も
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
小
倉
検
察
審
査
会
事
務

局
（
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
福
岡
地
裁

小

倉

支

部

内

晋

5

6

1

・

3

4

3

1

）

に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
に
申
立
用
紙
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

納
　
　
期

税
金
僧
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

－
、
つ
。

町
県
民
税
　
　
　
8
月
3
1
日

国
民
健
康
保
険
税

8

月

3

1

日
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母
子
保
健
相
談
室

◇
日
時
　
8
月
1
9
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
育
児
相
談
及
び
家
族
計
画
相

談
（
乳
児
＝
身
長
・
体
重
計

測
）

◇
料
金
　
無
料
（
た
だ
し
、
家
族
計
画

用
器
具
薬
品
に
つ
い
て
は
実

費
）

成
人
病
予
防
対
策

◇
日
時
　
毎
週
水
曜
日
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所

◇
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
（
た
ん
白

糖
、
ウ
ロ
ビ
リ
）

◇
料
金
　
無
料

⑳
　
八
月
の
成
人
病
教
室
は
、
七
月
実

施
し
た
成
人
病
検
診
者
の
中
か
ら
検

診
の
必
要
な
か
た
の
精
密
検
診
を
い

た
し
ま
す
（
個
人
通
知
を
し
ま
す
）

し
尿
汲
取
り
の
盆
休
み

8
月
1
4
・
1
5
日
は
盆
休
み
の
た
め
、

し
尿
汲
取
り
は
休
み
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
1
6
日
か
ら
は
平
常
通

ｈ
ソ
0

ゴ
ミ
収
集
の
盆
休
み

8
月
1
5
・
1
6
日
は
盆
休
み
の
た
め
ゴ

ミ
収
乗
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

8
月
1
7
日
か
ら
は
平
常
通
り
収
集
。

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
事
前
に
町

衛
生
係
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
せ
い
。

正
午
に
は
黙
と
う
を

戦

没

者

の
追

悼

式

と

盆

供

養

国
で
は
、
八
月
十
五
日
に
戦
没
者
の

追
悼
式
を
行
い
、
町
で
も
こ
の
日
の
正

午
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

黙
と
う
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
町
で
は
八
月
十
六
日
年
後

五
時
半
か
ら
頃
宋
慰
要
塔
で
、
戦
没
者

の
盆
供
養
を
行
い
ま
す
の
で
、
遺
族
の

か
た
は
お
参
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

日
が
雨
天
の
と
き
は
翌
日
に
噸
延
し
ま

す
。

°

　

°

　

°

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
と
き

血
清
の
保
管
は
こ
こ
に

町
で
は
マ
ム
シ
の
血
清
を
保
管
し
て

い
ま
す
。
も
し
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
場

合
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
役
場
以
外
に
も
次
の
所
で
血

清
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

0
県
立
遠
賀
病
院

○
中
間
市
立
病
院

○
芦
屋
町
役
場

○
遠
賀
町
役
場

○
水
巻
町
役
場
衛
生
係

2　2　2　4　4

本木本本本

○
初
級

一
般
事
務
Ａ

一
般
事
務
Ｂ

学
校
事
務

警
察
事
務

警
察
事
務

福
岡
地
域

北
九
州
地
域

交
通
巡
視
員

土
木

建
築

農
業
土
木

林
業

男

女

　

8

人

男

　

　

1

5

人

男

女

　

5

人

男

　

　

3

人

辞
で
ｌ
㍉
．
1

か
け
方

署要要賢女女女
5　3　31035　5　20

人人人人人人人

福
岡
県
職
皇
募
集

◇
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
2
0
日

9
時
～
1
7
時
（
土
曜
日
は
1
2
時
3
0
分

ま
で
）

◇
試
験
の
種
類
と
区
分

○
中
級
　
学
校
事
務
　
男
女
　
1
5
人

警
察
事
務
　
男
　
　
2
0
人

栄
養
士
　
　
男
女
　
1
5
人

受
験
資
格
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

外
国
人
＝
登
録
証
明
書
の
切
替
え

町
で
は
、
外
国
人
の
登
録
証
明
書

の
切
替
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
に
新
規
登
録
ま
た

は
、
切
事
え
の
申
請
を
し
、
外
国
人

登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
か
た

は
、
そ
の
証
明
書
の
二
ペ
ー
ジ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
目
の
前
三
十
日
以
内

に
居
住
地
の
市
町
村
に
、
登
録
事
項

の
切
替
申
請
を
し
て
新
し
い
登
録
証

明
書
の
切
替
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
十
四
歳
以

上
の
か
た
は
写
真
（
無
帽
、
正
面
上

半
身
の
も
の
で
提
出
目
前
六
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
。
大
き
さ
は
五

セ
ン
チ
㍍
正
方
形
ま
た
は
名
刺
形
）

三
業
を
必
要
と
し
ま
す
。
旅
券
の
交

付
を
受
け
て
い
る
か
た
は
旅
券
も
必

要
で
す
。

も
し
、
こ
の
申
請
義
務
を
怠
た
り

ま
す
と
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

、
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
町
住
民

課
住
民
係
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

▽
申
込
み
の
問
合
せ
先

福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
2
～
5
西

銀
博
多
ビ
ル
内
、
福
岡
県
人
事
委
員

会
事
務
局
（
曾
0
9
2
・
2
9
1
・

3
0
6
7
）

5
3
年
版
県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

県
で
は
、
盾
和
五
十
三
年
版
福
岡
県

竃
の
購
入
予
約
量
し
て
い
ま

／
ご
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に

役
立
つ
、
最
近
の
資
料
を
集
録
し
て
お

り
、
特
に
使
い
や
す
く
、
鼠
や
す
ノ
ヽ
編

集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
良
き
伴

り
ょ
と
し
て
、
普
通
判
・
大
型
版
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
額
　
大
型
版
　
2
7
0
円

普
通
版
　
2
0
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
9
月
1
0
日
ま

で
に
町
企
画
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ

．い。

間
違
い
電
話
は
非
常
に
迷
惑
な
も
の

で
す
。
電
話
を
か
け
る
時
の
マ
ナ
ー
を

あ
な
た
も
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

○
　
か
け
る
前
に
電
話
番
号
を
確
め
ま

し
ょ
う
。
電
話
番
号
の
書
抜
帳
を
作

っ
て
お
く
と
大
変
便
利
で
す
。

○
　
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら
指

止
め
ま
で
正
確
に
。
電
話
は
ダ
イ
ヤ

ル
が
戻
る
と
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
　
ダ
イ
ヤ
ル
は
休
ま
ず
続
け
て
回
し

ま
し
ょ
う
。
ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
5
秒

以
上
休
む
と
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
　
話
し
中
の
と
き
は
3
分
く
ら
い
待

ち
ま
し
ょ
う
。

○
　
電
話
局
か
ら
電
話
に
よ
っ
て
「
電

話
の
か
け
万
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

日曜在宅医
8月14日村田医院内・児科頃末書691・併45

21日中村医院内・児科下二曾691・5820　…

お口有留医院内・児科富田書691・1394を

9月4串長谷川医院眼科樋口曾691・101バ
、

診察時間・9時～17時、原則として往執はしません。享

ロ
発
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